
 

 

会議名 平成 28年度 第 8回理事会 

開催日時 平成 28年 11月 24日（木） 18：30～21：00 開催場所 KART 504会議室 

出席者 

 

 

 

 

欠席者 

会 長  大内 幸敏   副会長 佐藤 英俊・田島 隆人 

理 事  伊藤 今日一・渡邉 浩・上遠野 和幸・津久井 達人・江川 俊幸 

印南 孝祥・金岩 清雄・松本 好正・尾川 松義・前原 善昭 

引地 利昭 

監 事  千田 久治・山﨑 尚人   

理 事  松尾 清邦 

議 長 大内 幸敏 議事録採集者 引地 利昭 議事録署名人 

大内 幸敏 

千田 久治 

山﨑 尚人 

議 題 （項目のみとし、審議内容及び結果について、2号用紙に記入のこと） 
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前回（第 7回）理事会議事録の確認について 

報告事項 

2-1 会長報告 

・創立 70周年記念大会の会場挨拶                   10月 29日（土） 

・神奈川県診療放射線技術講習会                   11 月 13日（日） 

・神奈川県病院学会                    11 月 15日（火） 

・神奈川県医療専門職連合会公開講座            11 月 16日（水） 

・神奈川県病院医療関係団体連絡協議会           11 月 17日（木） 

・創立 70周年記念大会組織委員会                11月 22日（火） 

・その他 ①県会員の動向 

     ②秋の叙勲 瑞宝双光章・県保健衛生表彰・県公衆衛生表彰 

     ③公益法人立入検査の結果通知 

2-2 各委員会報告 

・総務                            資料有 

・財務                            資料有 

・組織                            資料有 

・学術                            資料有 

・編集                            資料有 

・厚生                            資料有 

・渉外                            資料有 

・広報                            資料有 

・医療被ばく最適化推進                    資料有 

平成 28年 12月 22日 

公益社団法人 神奈川県放射線技師会 

議 事 録・報 告 書 



3 審議事項 

3-1 規程変更 

3-2 平成 29年度事業計画と予算案 

3-3 新春情報交換会 

3-4 JART関連アンケート調査依頼 

3-5 JART関連セミナー・講習会 

3-6 創立 70周年記念大会 

3-7 その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議題番号 報告事項 ・ 審議事項  

議題 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題 2 

2-1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前回（第 7回）理事会議事録確認：松本理事より説明 

・訂正事項 

議題 2-2-1 「総務（総務）→ 総務」、「総務（財務）→ 財務」に訂正し 

総務（庶務）は削除 

議題 2-2-4 「神奈川県講習会」 → 「神奈川県診療放射線技術講習会」  

      に訂正 

議題 3-3 「資料（P23）田島副会長より説明」→「田島副会長より説明  

資料（P23）」に訂正 

議題 3-4 「資料（P3） 田島副会長より説明」→「田島副会長より説明  

資料（P3）」に訂正 

議題 3-6 「資料（P1）大内会長より説明」→「大内会長より説明 資料 

（P1）」に訂正 

上記を修正することにより承認された 

（大内会長）理事会にて訂正した議事録はホームページのみに掲載し、 

      事務局では保管しない  

訂正した議事録は事務局と広報委員会へ送付する 

（江川理事）発言者の標記方法を統一したほうがいいのではないか 

（大内会長）発言者は（ ）でくくり、発言内容は改行せずに記載する 

ことに統一する 

報告事項 

会長報告 

・10月 29日（土）創立 70周年記念大会 2会場への挨拶   

大内会長、田島副会長、佐藤副会長、引地理事で名刺交換を行った 

・11 月 13日（日）神奈川県診療放射線技術講習会                     

・11 月 15日（火）神奈川県病院学会                          

佐藤委員、大倉委員がスタッフとして参加 

「地域医療連携」をテーマに開催された  

・11 月 16日（水）神奈川県医療専門職連合会公開講座   

  大内会長、田島副会長、佐藤副会長、引地理事、武笠委員が参加 

災害に関しての講演であった  

・11 月 17日（木）神奈川県病院医療関係団体連絡協議会  

12団体で構成され年 1回の会合を開催（資料 P18） 

来年度より神奈川県放射線技師会が 2年間会長を務める 

印南理事が事務系の引継ぎを行った 

・11月 22日（月）創立 70周年記念大会第 2回組織委員会        

・その他 

①県会員の動向（資料 P39） 

 入会 9名 転入 1名 退会 2名  

平成 28年 10月 31日現在 会員 1437名 賛助会員 41社 

②表彰について（資料 P１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

承認 
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2-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  神奈川県放射線技師会からの推薦者は以下の 3名である 

秋の叙勲 瑞宝双光章  中根 精  氏 

  神奈川県保健衛生表彰  田島 隆人 氏 

  神奈川県公衆衛生表彰  平林 公二 氏 

③法人の運営組織及び事業活動の状況に関する立入検査の実施結果に

ついて（資料 P15） 

・平成 27年 10月 29（木）に実施された立入検査の結果通知が平成 28

年 11月 8日に神奈川県公益認定等審議会より届いた 

・山崎監事 資料（P17）に沿って報告 

  実施結果をみると報告徴収の必要はないとの結果であったが、当日

口頭での伝達がいくつかあった 

ほとんどが会計処理に関する事項であった 

  1)簿外資産については、適切に処理している 

  2)当日の口頭指導に基づき賛助会員の会費請求案内には使用目的を

記載したが、内規は未制定と思われるので確認し、制定していた

だきたい 

  3)特定費用準備資金についての取扱規約を制定しているか早急に確 

認が必要である 

各委員会報告                            

１総務委員会報告：江川理事 資料（P27）に沿って報告 

・11月 18日（金）委員会開催 

・創立 70周年記念大会組織委員会への参加 

・JART情報システムへの生涯学習カウント申請について 

「神奈川乳房画像研究会」、「神奈川乳房超音波画像研究会」、「放射線災害 

時のスクリーニング実践講習会」、「神奈川 MRI技術研究会」の生涯学習

カウント申請を行った 

・第 5 回神奈川県放射線技師会定時総会までのタイムスケジュールは 12

月中に検討し来年１月より準備を開始する 

（総務委員会資料訂正箇所） 

2．開催日 10月 22日（水）→11月 22日（火）に訂正 

3．JART情報システム（JSARTIS）→（JARTIS）に訂正 

2財務委員会：伊藤理事 資料（P41～P47）に沿って報告 

・神奈川県診療放射線技術講習会運営費として放射線従事者教育支援基

金通帳から 200,000円取り崩した 

・11 月期の正規入会者は 4 名、初年度入会者は 6 名であり、今年度の新

入会者の累計が 71名となり昨年度を上回った 

・11月期の会費納入者 44名、過年度分納入者 1名であった 

・会費納入期限を過ぎたため未納者に請求書を発送した 

会費納入者率は 10月 31日にて 67.4%であった 

3組織委員会報告：金岩理事 資料(P49～53)に沿って報告 

・11月 10日（木）委員会開催 
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・レントゲン週間イベント活動報告（P53） 

 JART理事より JART 主催での神奈川県（みなとみらい）での開催は今年

度で最後であり、次年度以降は各都道府県でイベントを主催するよう示

唆する話があった 

・第 17回神奈川放射線学術大会の演題準備を各地区委員へ依頼した 

・地区放射線技師会助成金申請書を配布し、各地区技師会総会後の会計報

告の提出を依頼した 

・次年度神奈川県放射線技師会定時総会の議長担当は川崎地区と横浜北

部地区、総会運営委員は横浜南部地区・横須賀三浦地区・鎌倉地区に依

頼した 

（大内会長）レントゲン週間イベントで骨密度測定機器は使用しなかった

のか 

（金岩理事）無料で借用できなくなったことや骨密度検査を放射線技師が

あまり業務していないなどの理由から、昨年度から使用していない 

4学術委員会：引地理事 資料（P55～57）に沿って報告 

・11月 11日（金）委員会開催 

・第 1回 神奈川県診療放射線技術講習会実施報告書（P57） 

・第 2回 神奈川県診療放射線技術講習会を 11月 13日（日）に開催した 

午前 120名、午後 116名の参加であった 

・3月号かながわ放射線だより掲載原稿執筆者が鬼頭委員に決定した 

5編集委員会：上遠野理事 資料（P59）に沿って報告 

・11月 1日（火）265号編集会議開催 

・KART神奈川放射線だより No265号 11月 28日（月）に発行 

・KART神奈川放射線だより No266号 1月 30日（月）に発行予定 

社会貢献者紹介として秋の叙勲、保健衛生表彰、公衆衛生表彰の受章 

者、神奈川県小田原保健福祉事務所長表彰、神奈川県公衆衛生協会小田

原支部長表彰の各受章者からの寄稿を予定 

・研究会からの寄稿について、来年度から神奈川乳房画像研究会からの寄

稿を依頼している 

（渡邉理事）11月号掲載のボーリング大会の案内は 1ページでよいか 

（上遠野理事）1ページでよい 

（津久井理事）各研究会からの寄稿に関し、寄稿者の氏名を掲載するか、

研究会名にするかが懸案となっている  

非会員の方が執筆することもあるため、氏名を掲載せず研究会名のみと

する取り決めになっているので理事の方々にご認識いただきたい 

（大内会長）経緯としては研究会名となっているのか、理事会で承認され

たのか 

（上遠野理事）編集委員会での判断である 

編集委員会から各研究会への依頼という形での寄稿なので、執筆者名は

研究会名になると考える 

（渡邉理事）実績になる可能性もあるので、個人名あるいは研究会名どち
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らか選択制にしても良いのではないか 

（大内会長）放射線管理士などの更新手続きによっては寄稿するとポイン

トとなる場合もある 

（大内会長）編集委員会にて再検討していただきたい 

（上遠野理事）技師会の会員でない方の叙勲や保健衛生表彰、公衆衛生表

彰などの受章者が把握できてない 

会誌への掲載の可能性もあるので今後把握したほうが良いのでは 

（田島副会長）各地区技師会の会長が推薦している場合もあるのではない

か 

（大内会長）各理事協力し各地区技師会会長に調査をお願いしたい 

（金岩理事）組織委員会にて各地区会長への問い合わせを行います 

6厚生委員会報告：渡邉理事 資料（P61～65）に沿って報告 

・10月 30日（日）ゴルフ大会開催 収支報告書（P62） 

・11月 11日（金）第 4回会議開催 

・平成 28年度施設調査票（P63～64）について審議 

（大内会長）調査票はいつ配信するのか 

（渡邉理事）12月中に施設へ配送予定である 

（上遠野委員）臨床実習生の受け入れに関しての設問で、大学、専門学校

等の記載は必要ないのか 

（田島副会長）必要ない 

（大内会長）臨床実習生を受け入れているか、受け入れていないかを調査

するので詳細に関しての設問はしない 

（尾川理事）診療放射線技師と放射線技師と記載が分かれているが 

（渡邉理事）統一する  

（大内会長）他になければ承認とする 

7渉外委員会報告：金岩理事 資料（P67～68）に沿って報告 

・11月 18日（金）委員会開催 

・10月 20日（木）ピンクリボンかながわ事務局との打ち合わせを行った 

 事業説明や鎌倉地区放射線技師会とのコラボ活動について聴取した 

・検討事項に関しては紙面報告 

（上遠野理事）来年度 JART 主催のレントゲン週間のイベントは行わない

というのは他の場所で開催するので神奈川県では行わないということ

か 

（金岩理事）現時点では不確かな話ではあるが、来年度以降 JART 主催イ

ベントは今回の会場（みなとみらい）では行わないとの話であった 

（大内会長）ピンクリボンかながわ事務局との打ち合わせを行った趣旨は 

（松本理事）どのような活動をしているのか、渉外委員会（技師会主体）

と合同で何かできることは無いかと考えて打ち合わせを行った 

（大内会長）イベントを合同で行う場合には渉外委員会で検討し技師会全

体で対応すべきではないか 

（松本理事）骨密度測定機器を無料で借用できるが、消耗品の費用として
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1万円程度かかる 

8広報委員会報告：印南理事 資料（P69～70）に沿って報告 

・ホームページアクセス数 6,482viewsで先月に比べ減少 

・賛助会員へのホームページ掲載案内を 10月末に発送したところ、15社

から掲載依頼があった  

9医療被ばく最適化推進委員会：渡邉理事 資料（P71～73）に沿って報告 

・県内の CT 保有施設（検出器 2 列以上）のうち、約 200 施設は会員不在

であることが判明した 

・横浜労災病院の倫理委員会に CT調査活動（研究）を申請中である 

・来年度の事業計画について、IVRあるいは ANGIOの線量調査は平成 30年

度に行うこととし、平成 29年度は準備作業を行う 

・CT調査施設数の増加により来年度予算の増額をお願いしたい 

・神奈川県における CT 検査の線量調査の調査票について承認をいただき

たい（P73～78） 

（大内会長）次回理事会での承認でもよいか 

（渡邉理事）今回の理事会で承認いただきたい 

（津久井理事）「設問 F）すべて CT装置→すべての CT装置」に訂正 

（金岩理事）調査票を記載するのは大変なことなのか 

（津久井理事）CT装置には CTDIや DLPの表示があるので煩雑ではないの

ではないか 

（渡邉理事）装置により表示が平均値と最大値の場合があるが、撮影範囲

を記載することによりどちらか把握できる 

（大内会長）本日の理事会で承認とするが、訂正や意見等あればメールで

対応していただくようお願いしたい 

各委員会報告終了 
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議題 3 

3-1 
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3-4 

 

 

 

 

 

審議事項 

規約変更：江川理事 資料（P31～34）に沿って説明 

・前回の理事会で規約改正について提案したが、本日の理事会で承認いた

だきたい 

また、改正日の日付はいつにしたらよいか 

（大内会長）改正日は 11月 24日とする 

（大内会長）承認とする 

平成 29年度事業計画：大内会長 資料（P2～4）に沿って説明 

・平成 29 年度事業計画を作成したので、各委員会にて検討し１週間以内

に会長まで提案いただき、次回の理事会で再検討したい 

平成 29年度予算案：伊藤理事 別添資料に沿って説明 

・各委員会より提出された予算案に基づき作成したので、記載漏れ等無い

か確認いただきたい 

（大内会長）修正訂正があれば今月末までに伊藤理事へ修正案を提出する

こと 

新春情報交換会：印南理事 資料（P27・35～37）に沿って説明 

・訂正 P35 保健衛生表彰受賞者 小泉美都 → 小泉美都枝 

・来賓案内文送付者リスト（P35）に基づき案内を発送させていただいた 

・下記 6項目に関して承認いただきたい 

①来賓者テーブル 2卓に椅子の設置 

②コンパニオン 5名を依頼 

③クロークの設置 

④お年玉抽選会の開催 

⑤宝くじ（スクラッチカード）を参加者全員に配布 

⑥新入会員へ記念品として冊子“診療放射線技師の接遇”と“放射線の

基礎知識”を贈呈 

（大内会長）来賓案内送付者リストについては事後ではあるが承認をいた

だきたい 

（大内会長）宝くじは予算に入っているのか 

（印南理事）予算には入っていない 

（上遠野理事）コンパニオンの依頼は必要か 

（江川理事）来賓者への配膳をしてもらうので必要である 

（江川理事）当日会場担当である総務委員と財務委員は会費なしとなるの

でご認識いただきたい 

（大内会長）他にご意見等無ければ上記 6項目を一括承認とする 

JART関連アンケート調査依頼：大内会長 資料（P8～P14）に沿って説明 

・JART女性活躍推進班からアンケート調査依頼があり、各理事 1～3部を

割当てとしてご協力いただきたい 

回収部数は約 30部、回収方法は郵送または来月理事会にて回収したい 

集計は神奈川県代表の小泉美都枝氏が責任をもって行う 

（尾川理事）無記名でよいのか 
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（大内会長）無記名でよい 

JART関連セミナー・講習会：田島副会長 資料（P56）に沿って説明 

・11 月 26 日 27 日に統一講習会を横浜市立大学福浦キャンパス講義棟に

て開催する 

53名の参加予定である 

・第 3 回は平成 29 年 2月 25 日 26 日に神奈川県立がんセンターで実施す

るので、広報をお願いしたい 

・平成 29年 1月 22日（日）に国際親善総合病院にて基礎技術講習会（一

般撮影）の開催を予定しているが現在 8名の申し込みにとどまっている

ので広報をお願いしたい 

（伊藤理事）開催できるのは最低何名か 

（田島副会長）最低 20名最大 70名である 

創立 70周年記念大会：田島副会長 資料（P19）に沿って説明 

・11月 22日に大会組織委員会を開催し、スケジュールの確認と大会記念

誌と 70年史の見積もりおよび記念式典の会場見取り図等の確認をした 

（大内会長）記念大会組織委員以外の理事の方々は経過を必ず確認するよ

うお願いしたい 

・12月 15日に不用品廃棄処分を行うので、各委員会にて不用品等があれ

ば 503号室へ集めるようお願いしたい 

・12 月 3 日に歴代会長との懇話会を開催し、70 周年記念大会開催の報告

を行う 

出席予定者：大内会長・佐藤副会長・千田監事 

高橋前会長・早瀬元会長・中村元会長・長谷川元会長 

 歴代会長へ聴取したいことがあればメールで大内会長へ連絡を 

千田監事 

・情報交換会での表彰受章者の招待は神奈川県放射線技師会と関連があ

る方のみでよいのではないか 

・JARTでノートパソコンの紛失があったが、各理事や各委員においても盗

難には十分に留意していただき、パスワードの設定を徹底していただき

たい 

・事業を遂行する上で一部の理事や委員に負担がかからないよう配慮し

ていただきたい 

・今後気候の変化による体調管理に気をつけていただくとともに、災害対

策を考慮に入れたイベント等を考えていただきたい 
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